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戦
争
と
大
学

　

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍
の
マ
レ
ー

半
島
上
陸
と
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
空
襲
を
契
機
と
し
て
、
日
本
は
米
英

両
国
に
宣
戦
を
布
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
七
年
以
来
長
期
化

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
日
中
戦
争
の
戦
火
は
、
環
太
平
洋
地
域
の

ほ
ぼ
全
域
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
条
英
機
内
閣

は
、
こ
の
戦
争
を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
命
名
す
る
と
と
も
に
、
翌

年
二
月
「
翼
賛
選
挙
貫
徹
運
動
基
本
要
項
」
を
決
定
し
て
立
憲
制

を
形
骸
化
し
、
四
三
年
十
月
に
は
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措

置
方
策
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
決
定
は
、
理
工
科
系
統
と
教
員
養
成
系
統
を
除
く
文
系
学

生
・
生
徒
の
徴
兵
猶
予
を
停
止
し
、
戦
争
続
行
の
た
め
に
不
可
欠

な
人
的
資
源
と
し
て
動
員
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
り
、
早
く
も

同
年
十
二
月
に
は
第
一
回
の
学
徒
兵
入
隊
（
学
徒
出
陣
）
が
実
施

さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
在
学
生
に
つ
い
て
も
年
間
三
分
の
一
相
当

の
期
間
が
勤
労
動
員
に
充
て
ら
れ
、
報
国
隊
と
い
う
疑
似
軍
事
組

織
に
編
成
さ
れ
た
上
で
援
農
や
軍
需
工
場
で
の
勤
労
等
へ
と
動
員

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
、
四
三
年
十
月
の
閣
議
決
定
を
受
け
た
文
部
省
で
は
、「
教

育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク
学
校
整
備
要
領
」
を
作

成
し
、
文
科
系
大
学
の
学
部
・
予
科
定
員
を
三
分
の
一
に
、
文
科

系
専
門
学
校
・
専
門
部
定
員
を
二
分
の
一
に
そ
れ
ぞ
れ
削
減
す
る

と
と
も
に
、
文
科
系
大
学
・
専
門
学
校
を
統
廃
合
し
て
理
科
系
大

学
・
専
門
学
校
へ
転
換
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
十
一
月
、
文
部
省
権
限
に
も
と
づ
く
諸
学
校
の
統

廃
合
を
実
施
し
て
戦
時
体
制
に
適
合
す
る
学
校
制
度
を
創
出
す
る

た
め
、「
国
民
学
校
等
戦
時
特
例
」
制
定
の
裁
可
を
願
っ
た
の
で

あ
る
。
文
科
系
専
門
教
育
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
私
立
の

大
学
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
極
端
な
理
工
系
重
視
の
統
廃
合
案

は
、
ま
さ
に
「
存
亡
の
危
機
」
と
映
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
統
廃
合
案
に
対
す
る
各
私
立
大
学
の
対
応
は
、
二
つ
の

特
色
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
第
一
は
、
各
私
立
大
学
と
も
文

部
省
案
反
対
を
各
方
面
へ
働
き
か
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
学
で

も
、
元
民
政
党
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
野
村
嘉
六
評
議
員
を
中
心

と
し
て
、
猛
烈
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
枢
密
顧
問
官
で
あ
っ
た
林
頼
三
郎
学
長
と
原
嘉
道

前
学
長
は
、「
国
民
学
校
等
戦
時
特
例
」
が
枢
密
院
で
審
議
さ
れ

た
際
に
文
部
省
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
林
は
、
同
案
を
「
監

督
官
庁
ノ
独
裁
ニ
依
リ
学
校
ノ
生
殺
与
奪
ノ
権
ヲ
揮フ

ル

ハ
シ
メ
ン
ト

ス
ル
モ
ノ
」
と
断

定
し
、
大
学
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は

別
に
「
公
私
立
大

学
戦
時
措
置
委
員

会
」
を
設
置
し
て

審
議
し
、
勅
裁
に

よ
っ
て
決
定
す
る

と
い
う
修
正
案
を

主
張
し
て
採
決
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
文
部
省

の
恣
意
的
な
命
令

に
よ
っ
て
私
立
大

学
が
統
廃
合
さ
れ
る
と
い
う
最
悪
の
事
態
が
回
避
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

第
二
は
、
す
で
に
理
工
系
の
教
育
機
関
を
持
っ
て
い
た
早
稲

田
大
学
・
日
本
大
学
・
慶
応
大
学
等
を
除
く
文
科
系
大
学
が
、

学
校
存
続
の
た
め
工
業
専
門
学
校
を
設
立
す
る
点
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
明
治
大
学
や
関
西
大
学
で
は
、
工
学
部
や
工
業
専
門
部
な

ど
を
設
置
し
、
旧
帝
国
大
学
と
同
等
の
総
合
大
学
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
時
局
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
が
、
文
部
省
は
修
学
期
間

が
長
く
研
究
機
能
を
有
す
る
学
部
の
新
設
を
認
め
ず
、
専
門
学
校

へ
の
転
換
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
私
学
で
は
一
斉
に
工

業
専
門
学
校
の
設
立
に
向
か
い
、
四
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
青
山
学
院
工
業
専
門
学
校
・
東
京
明
治
工
業
専
門
学
校
・
法
政

大
学
航
空
工
業
専
門
学
校
・
立
教
学
院
理
科
専
門
学
校
・
関
西
学

院
専
門
学
校
理
工
科
・
関
西
工
業
専
門
学
校
・
同
志
社
工
業
専
門

学
校
等
の
工
専
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
学
で
も
、
林
学
長
の
も
と
で
三
五
年
以
来
の
懸
案
で

あ
っ
た
「
工
学
部
」
増
設
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
私
学

統
廃
合
問
題
の
過
程
で
計
画
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
四
四
年

四
月
に
中
央
工
業
専
門
学
校
を
設
置
す
る
の
で
あ
っ
た
。
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枢密顧問官会食会（1943 年 12月）


